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ABSTRAK 

 

Muhammad Raihan Rinaldy, 2026. Efektivitas Media Pembelajaran Aplikasi 

Renshuu dalam Meningkatkan Hasil Belajar Kanji III. Skripsi, Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

  

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui efektivitas penerapan media pembelajaran 

aplikasi Renshuu dalam meningkatkan hasil belajar Kanji III, yang mencakup aspek 

membaca, mengartikan, dan menulis kanji, serta untuk mengetahui tanggapan 

mahasiswa terhadap penggunaan media tersebut. Di Indonesia, bahasa Jepang menjadi 

salah satu bahasa asing yang paling diminati, namun penguasaan sistem tulisannya, 

terutama kanji, seringkali menjadi tantangan besar bagi pembelajar karena 

kompleksitas bentuk, makna, dan variasi cara bacanya. Penelitian ini dilatar belakangi 

oleh hasil pra-penelitian yang menunjukkan bahwa 63,6% mahasiswa merasa kurang 

puas dengan hasil belajar Kanji II, dan 78,8% menyatakan pembelajaran kanji tetap 

sulit baik secara daring maupun luring. Metode yang digunakan adalah pendekatan 

kuantitatif dengan metode pre-experimental dengan desain one group pretest-posttest. 

Sampel penelitian adalah mahasiswa semester III kelas D Program Studi Pendidikan 

Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta tahun akademik 2025/2026 yang berjumlah 

23 orang. Instrumen penelitian berupa pretest dan posttest dan angket. Data dianalisis 

menggunakan uji t dan uji N-Gain. Hasil penelitian menunjukkan bahwa nilai thitung 

sebesar 6,22 lebih besar dari ttabel sebesar 2,07 pada taraf signifikansi 5% dengan derajat 

kebebasan 22, sehingga Hk diterima dan dapat disimpulkan bahwa media Renshuu 

efektif dalam meningkatkan hasil belajar Kanji III. Hasil uji N-Gain sebesar 0,50 

menunjukkan peningkatan berada pada kategori sedang. Selain itu, sebanyak 86,95% 

mahasiswa menyatakan bahwa Renshuu efektif membantu meningkatkan hasil belajar, 

dan 95,65% menyatakan fitur-fitur Renshuu mendukung pembelajaran Kanji III. 

 

Kata Kunci: media pembelajaran, Renshuu, hasil belajar, kanji, bahasa Jepang 
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ABSTRACT 

 

Muhammad Raihan Rinaldy, 2026. The Effectiveness of Renshuu Application as a 

Learning Media in Improving Kanji III Learning Outcomes. Thesis, Japanese 

Language Education Study Program, Faculty of Languages and Arts, Jakarta State 

University. 

 

This study aims to determine the effectiveness of the Renshuu application as a learning 

medium in improving Kanji III learning outcomes, encompassing reading, interpreting, 

and writing aspects, as well as to identify students' responses toward its use. In 

Indonesia, Japanese is one of the most widely studied foreign languages; however, 

mastering its writing system, particularly kanji, often poses a significant challenge due 

to the complexity of its forms, meanings, and varied readings. This study was 

motivated by pre-research findings indicating that 63,6% of students were dissatisfied 

with their Kanji II learning outcomes, and 78,8% reported that learning kanji remained 

difficult regardless of whether classes were conducted online or offline. This study 

employed a quantitative approach using a pre-experimental method with a one group 

pretest-posttest design. The sample consisted of 23 third-semester students from Class 

D of the Japanese Language Education Study Program at Universitas Negeri Jakarta 

for the 2025/2026 academic year. Data were collected through a pretest, posttest, and 

questionnaire, then analyzed using the t-test and N-Gain test. The results showed that 

the tcount value of 6,22 exceeded the ttable value of 2,07 at a 5% significance level with 

a degree of freedom of 22, leading to the acceptance of Ha and the conclusion that 

Renshuu is effective in improving Kanji III learning outcomes. The N-Gain score of 

0,50 indicates a moderate level of improvement. Furthermore, 86,95% of students 

stated that Renshuu effectively helped improve their learning outcomes, and 95,65% 

stated that its features supported their Kanji III learning. 

 

Keywords: learning media, Renshuu, learning outcomes, Kanji, Japanese language 
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漢字Ⅲの学習結果向上における Renshuu の授業メディアの有効性 

 

ジャカルタ国立大学 

Muhammad Raihan Rinaldy 

raihan.rinaldy@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

Kopczyński（2025）によれば、外国語を学習することは、自己啓発、

認知能力の向上、適応能力の強化、社会的ネットワークの拡大、そし

てキャリア機会の創出など、多岐にわたる恩恵をもたらす。数ある外

国語の中でも、日本語はインドネシアにおいて特に人気のある言語の

一つである。国際交流基金（2023）の「2021 年度海外日本語教育機関

調査」によると、日本語教育は世界 141 カ国で実施されており、学習

者数は約 379万 4,714人に達している。インドネシアは世界第 2位の 71

万 1,732 人の学習者を擁しており、日本語の体系を深く理解する必要

性が高いことを示している。 

しかし、日本語特有の文字体系、特に漢字は学習者にとって大きな

壁となっている。Amril et al.（2024）は、多くの学習者が漢字の構造の

複雑さ、練習機会の不足、そして日本語の複雑な文字体系を理由に漢

字習得に苦労していることを指摘している。また、Sudjianto dan Dahidi
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（2007）は、非漢字圏の学習者にとって漢字は日本語学習において最

も困難な要素の一つであると述べている。さらに、Watanabe（2015）

は「非漢字圏出身の日本語学習者にとって、字形・意味が複雑で、な

おかつ膨大な量の漢字の学習は、困難を極めるものである」と述べて

おり、非漢字圏学習者にとっての漢字習得の難しさを明確に示してい

る。 

こうした困難は、ジャカルタ国立大学日本語教育学科の学生にも見

られる。2024 年度入学生 33 名を対象とした事前調査では、63.6%の学

生が漢字 II の学習成果に満足していないと回答し、78.8%がオンライ

ン・オフラインを問わず漢字学習は依然として難しいと述べた。また、

多くの学生がゲームやデジタルフラッシュカードなど、より多様でイ

ンタラクティブな学習メディアの活用を望んでいることが明らかにな

った。 

こうしたニーズに応えるべく、テクノロジーを活用した学習の導入

が求められる。Alisoy dan Sadig（2024）によれば、Mobile-Assisted 

Language Learning（MALL）はゲーミフィケーション、即時フィードバ

ック、マルチモーダル学習などの機能を通じて、より柔軟で文脈に即

した個別化された学習体験を実現する。Kukulska-Hulme（2009）もま

た、モバイル技術は学習者が必要とする瞬間に支援を提供し、移動の

多い現代のライフスタイルに適した学習手段であると述べている。さ
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らに、Miftah dan Rokhman（2022）は、優れた学習メディアとは学習プ

ロセスを楽しく、インタラクティブにし、学習者にフィードバックを

提供できるものでなければならないと強調している。 

以上を踏まえ、本研究では MALL に基づくデジタル学習メディアと

してアプリ Renshuu を導入し、授業時間外における漢字 III の自律学習

を支援することを提案する。Renshuu は音読み・訓読み・書き取りと

いった漢字の 3 側面を包括する構造的な練習機能を備えており、記憶

定着を助ける語呂合わせ（mnemonics）機能や、ユーザー間の情報共

有を可能にするコミュニティ機能も有している。Takoboto や Japanese 

Kanji Study など学生がすでに使用しているアプリが主に辞書機能を提

供するものであるのに対し、Renshuuは漢字の 3側面すべてを網羅した

体系的な練習機能を提供している点で異なる。以上の観点から、本研

究はジャカルタ国立大学日本語教育学科 3年生を対象に、Renshuuが漢

字 III の学習成果向上に与える効果を検証することを目的とする。 

B. 問題提起 

以上の背景に基づき、本研究の問題提起は以下のとおりである。 

1. ジャカルタ国立大学日本語教育学科の漢字 III における授業メディ

ア Renshuu の導入は、学生の学習成果の向上にどの程度効果的であ

るか。 
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2. ジャカルタ国立大学日本語教育学科の漢字 III の学習において、授

業メディア Renshuu の導入に対する学生の反応はどのようなものか。 

C. 研究方法 

本研究は、Pre-Experimental メソッドを採用し、One Group Pretest-

Posttest Design を用いた。本デザインでは統制群を設けず、実験群のみ

を対象とする。実験群にはまず事前テストを実施し、その後 Renshuu

を用いた処置を 4 回（各 100 分）のオフライン授業形式で行い、授業

外では 15〜30 分の自律的な使用を課した。処置終了後、事後テストお

よびアンケートを実施した。研究対象は、2025/2026年度のジャカルタ

国立大学日本語教育学科 3学期生であり、データ収集は 2025年 12月 4

日、5 日、11 日、および 12 日に行われた。 

サンプリングにはPurposive Samplingを用い、中間試験の平均点が他

クラスより低い Dクラスの学生 23名を選定した。研究インストゥルメ

ントは 60 問のテスト（事前・事後）と 15 問のアンケートで構成され、

いずれも漢字 III 担当教員による Expert Judgement を経て使用された。

データソースは、テストおよびアンケートから得られた一次データと、

理論的根拠を補強するための文献から得られた二次データで構成され

る。収集されたデータは t 検定および N-Gain 検定を用いて分析した。 
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D. 結果と考察 

本研究のサンプルは、Purposive Sampling を用いてジャカルタ国立大

学日本語教育学科の学生から選定された。対象は、2025/2026年度奇数

学期の「漢字 III」を履修している D クラスの学生 23 名である。サン

プルの選定は、担当教員の助言および他クラスと比較して相対的に低

い中間試験の平均点に基づいている。 

事前テストは、学生の初期能力を測定することを目的として、2025

年 12 月 1 日に D クラスを対象に実施され、平均点は 43.04 であった。

試験形式は、選択式問題および記述式問題を用いた。処置の実施後、

学習成果を測定するために、12月 12日に同様の形式で事後テストを実

施した。 

事前テストおよび事後テストのデータ分析の結果、自由度（db）22、

有意水準 5%における t 値は 6.22であり、t 表の値は 2.07であった。t 値

が t 表を上回ったため（6.22 > 2.07）、Ha が採択され、Ho は棄却され

た。事前テストの平均点 43.04が事後テストでは 71.66に上昇し、28.62

ポイントの向上が見られた。以上の結果から、ジャカルタ国立大学日

本語教育学科 3 学期生の漢字 III 科目において、授業メディア Renshuu

の導入は学習成果の向上に効果的であると結論づけられる。 

N-Gain 検定の結果は 0.50 であり、「中程度」のカテゴリーに該当す

る。この結果は、学習成果の向上が偶然によるものではなく、4 回の
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授業にわたる Renshuu の活用が実質的な効果をもたらしたことを示し

ている。 

授業観察の結果、学生の積極性と学習意欲の向上が確認された。授

業中に質問や意見交換を行う学生が増加し、活発な学習活動が見られ

た。この点は、Kemp dan Dayton（Arsyad, 2017 に引用）が述べるよう

に、優れた授業メディアは学習をより魅力的でインタラクティブなも

のにし、学習成果の質を向上させるという見解と一致している。 

一方、学習成果の向上が「高い」カテゴリーに達しなかった背景に

は、いくつかの要因が考えられる。内的要因としては、学生個人の知

性、興味、および学習準備の差異が成果のばらつきに影響しており、

事後テストの得点が 31.66 から 95 の範囲に分布していたことからも確

認できる。外的要因としては、研究実施時期が期末試験の準備期間と

重なったため学生の集中力が分散されたこと、また 2 週間に凝縮され

た授業スケジュールが Renshuu の自律的な活用頻度を制限したことが

挙げられる。この点は、Kukulska-Hulme（2009）がモバイル端末を通

じた自律学習の効果は学習者自身の主体性と継続性に依存すると強調

していることと一致している。 

1. アンケート 

この調査アンケートの結果は以下のように示す。 
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1) 82,61%学習者は「Renshuu の授業メディアは、漢字を読む能力

を向上させることができる」 と答えた。 

2) 56,52%学習者は「Renshuu の授業メディアは、漢字を書く能力

を向上させることができる」 と答えた。 

3) 69,57%学習者は「Renshuu の授業メディアは、漢字の意味を理

解する能力を向上させることができる」 と答えた。 

4) 82,61%学習者は「Renshuu の授業メディアは、漢字Ⅲの学習内

容を理解するプロセスを容易にする」 と答えた。 

5) 86,95%学習者は「Renshuu の授業メディアは、漢字Ⅲの学習結

果を向上させるのに効果がある」 と答えた。 

6) 73,91%学習者は「Renshuu の授業メディアを利用することで、

漢字学習に対してより積極的になった」 と答えた。 

7) 69,56%学習者は「Renshuu の授業メディアを利用することで、

漢字を学習するモチベーションが高まった」 と答えた。 

8) 95,65%学習者は「Renshuu の授業メディアにある機能は、漢字

Ⅲの学習をサポートしている」 と答えた。 

9) 100%学習者は「Renshuu の授業メディアは、ウェブやアプリを

通じて簡単にアクセスできる」 と答えた。 

10) 60,87%学習者は「Renshuu の授業メディアのナビゲーションは、

長い説明がなくても理解しやすい」 と答えた。 
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11) 82,61%学習者は「Renshuu の授業メディアの画面表示やインタ

ーフェースにより、漢字学習にさらに関心を持った」 と答えた。 

12) 91,30%学習者は「Renshuu の授業メディアを利用することで、

漢字Ⅲの学習プロセスが楽しく感じられた」 と答えた。 

13) 95,65%学習者は「漢字Ⅲの学習メディアとして Renshuu を利用

することに満足している」 と答えた。 

E. 結論 

本研究の結果、ジャカルタ国立大学日本語教育学科 3 学期生の漢字

III 科目において、授業メディア Renshuu の導入は学習成果の向上に効

果的であることが明らかである。これは、t値 6.22が t表の値 2.07を上

回ること、および N-Gain値 0.50が「中程度」のカテゴリーに該当する

ことによって裏付けられている。 

また、授業メディア Renshuu の導入に対する学生の反応は概して肯

定的である。86.95%の学生が Renshuu は学習成果の向上に効果的であ

ると回答しており、95.65%が Renshuu の機能は漢字 III の学習を支援す

るものであると述べている。さらに、Renshuu は楽しくインタラクテ

ィブな学習体験を提供し、授業中における学生の積極性と学習意欲の

向上にも寄与することが確認されている。以上の結果から、Renshuu

は大学における漢字学習の補助的な授業メディアとして有効に機能す

る可能性を持つと結論づけられる。 


